



























































































































































































































































































































２ 奥井素子「尾形光琳筆『風神雷神図屏風』の模写工程の考察    俵屋宗達筆『風神雷神図屏風』との
比較からみる   」『美学』236号，2010年
３ 光琳が自ら宗達本をトレースしたならば実物を手で触れる距離で，形を理解しながら写していると考
えられる。しかし，それにしては，光琳本に舌が描かれていない点や，宗達本の雷神の脇の窪みの線
が光琳本では脇の輪郭線になっているなどの輪郭線の捉え方にいくつかの相違点が見られ，本当に光
琳がトレースしたのか疑問がある。さらに，宗達本には描かれないのに光琳本に描かれているところ
もある。これらの点から，光琳が宗達本をトレースしたのではないと考える。今回はこれらの相違は
光琳の改変といえるかどうか不明なので取り扱わない。
［図版出典］
  図版の一部を以下より転載させていただきました。挿図10『琳派絵画全集　光琳派一』（日本経済新
聞社，1979），挿図11『もっと知りたい　俵屋宗達　生涯と作品』（東京美術，2008）
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図１　尾形光琳筆「風神雷神図屏風」重要文化財　東京国立博物館所蔵
　　　Image:	TNM	Image	Archives	（各：166.0×183.0cm）
図２　俵屋宗達筆「風神雷神図屏風」国宝　建仁寺所蔵
　　　Image:	Kyoto	National	Museum	（各：154.5×169.8cm）
図３　光琳本　風神（部分）
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図４　宗達本　風神（部分） 図５　光琳本　風神（部分）
図６　「北野天神縁起絵巻写」小西家旧蔵資料　重要文化財　京都国立博物館所蔵
図７　小西家模本　雷神（部分） 図８　光琳本　雷神（部分）
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図９　小西家模本　雷神の裙（部分）
図10　尾形光琳筆「槇楓図屏風」重要文化財　東京芸術大学所蔵
図11　伝俵屋宗達筆「槇楓図屏風」山種美術館所蔵
